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の耐用年数も平均 1年以上増加したため、品質調整済み価格は約 2割低下した。 
 
消費者の選択肢拡大が高生産性企業の成長を促す 
 
まとめよう。携帯電話基地局の開設という情報通信環境の変化が、良質な小舟を求める消
費者（漁師）の行動範囲を変化させ、小舟市場が統合され小舟製造業の競争を引き起こした。
低生産企業には退出圧力が強まり、もともと能力の高い船大工に需要シフトが起き、市場全
体の小舟の質も向上した。本研究は南インドの小舟製造業という一つの小さな事例だが、市
場統合による競争激化の結果、企業が選別され生存企業の操業規模が拡大し、市場全体の製
品の質が高まるという仮説を明快に検証し、高い普遍性を有する。市場統合は多くの屍を生
む酷薄さを有するものの、生産性の高い企業と消費者にとって朗報であることを極めてド
ラマチックに示した緊張感ある傑作だ。■ 
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